
展示解説について  

 

（1） 科学館コンセプト 

「見て・触れて・試す科学」 

 

（2） 展示解説の趣旨 

科学館の展示は、科学のふしぎに触れ、来館者が主体的に事象を調べ、さらに科学を探究し

ていこうとする姿勢を期待しており、展示物を自ら操作し科学の原理・法則に触れ、興味・関

心を持ってもらえるような科学への入口としての機能を展示物に持たせている。リニューアル

後、展示解説が不十分であるとの来館者等からの声があり、「科学の探究」エリアにて展示解説

の充実を図っている。令和７年１月からＱＲコードを用いた展示仮説を５カ所、令和６年１１

月からインタープリターによるワゴン解説３コンテンツを実施している。今後も、展示解説を

さらに拡充していく予定である。 

 

（3） 展示解説の進捗状況（２月現在） 

① 展示解説（下図参照） 

アルキメデスの原理①・②、うず電流（電磁誘導）、電流と磁界、熱伝導実験、ドップラー効果 

を設置済み。ドップラー効果はアニメーションを使用している。 

② 科学館インタープリター（ボランティア）による常設展で体験装置などを用いたワゴン解説。 

「浮力」、「電気と磁気」、「てこと滑車」を実施中 

                 

    

 

 

 

 

 

【ＱＲ解説アニメーション】               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＱＲ解説】                  【ワゴン解説 浮力】 

資料２ 

【ＱＲ解説アニメーション】 


